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鳥取市の人口

　男　：  94,084人　［-41］

　女　：101,164人　［-75］

合　計：195,248人 ［-116］

世帯数： 77,580　　［-16］
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今月の表紙

巳年はお種弁天で初詣

　平成 25 年元日、蛇の化身である「お種さん」を祭っ
た多鯰ケ池弁天宮（福部町湯山）には、巳年を機にこの
神社のご利益を預かろうと、市内外からたくさんの人た
ちが初詣に訪れました。好天に恵まれたこの日は、朝か
らたくさんの人たちが参道に列を作り、家内安全や学業
成就などをお祈りしていきました。中には、蛇の大好物
であるたまごをお供えする人も。参拝客は、お種さんが
眠る多鯰ケ池の美しい景観を眺めながら、おみくじを引
いて一年を占ったり、金運アップのため蛇の抜け殻入り
のお守りを買ったりと、それぞれの初詣を楽しみました。
　12 年に１度のこの機会に、地元住民の有志が多鯰ケ池
弁天宮おもてなし実行委員会を組織し、参拝客にゆでた
まごや煎餅などの記念品と温かい甘酒を振るまいました。
また、委員会のメン
バーが弁財天とお種
さんを並べたオリジ
ナルの砂像を制作。
訪れた人たちの目を
楽しませ、多鯰ケ池
弁天宮により一層の
にぎわいを生み出し
ました。

2013年2月号　第1030号

目次
今月の表紙・人口・主な連絡先 P2

鳥取市を語る　市政への提言
　古

ふるさわ

澤 巖
いわお

 さん
P3

特別対談　郷土のために漫画ができること P4-7

特集　人が集える空間づくりを P8

市庁舎整備のこれからの取り組み P9

市職員の給与などの状況をお知らせします。 P10

シリーズ  ＠じんけん P11

シリーズ  元気です  多鯰ケ池弁天宮おもてなし実行委員会 P12-13

まちかどアルバム P14-15

健康・病院 P16-17

ピックアップインフォメーション P18-21
　市営住宅入居者募集 P18
　祝日のごみ収集（鳥取地域） P19
　介護保険にかかる税金の控除について P21

など

情報ひろば P22-28
　福祉（除雪応援隊の派遣、高齢社会課からのお知らせ  など） P22-
　お知らせ（むらづくりシンポジウム,第６回鳥取市地産地消フェア など） P22-
　募集（鳥取市文化センター文化活動ブース利用団体 など） P24-
　市民伝言板 P26-

など

無料相談 P29

各施設のイベント情報 P30-31

食・読者プレゼントなど P32

とっとり市報

※シリーズ「元気です」で実行委員会の取り組みを紹介しています。
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来て良かったという大学づくりを目指す

Vol.11鳥取市を語る

公
立
化
で
学
生
が
活
発
に

市
長　

鳥
取
環
境
大
学
は
昨
年
４
月
に
公
立
大

学
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
近
く
経
過
し
ま
す
が
、

ど
の
様
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

古
澤　

公
立
大
学
へ
の
移
行
と
同
時
に
、
環
境

学
部
と
経
営
学
部
の
2
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

環
境
学
部
は
県
外
出
身
の
学
生
が
多
い
で
す
が
、

経
営
学
部
は
、
比
較
的
県
内
や
近
県
出
身
の
学

生
が
多
い
よ
う
で
す
。
教
員
か
ら
は
学
生
が
非

常
に
活
発
に
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

公
立
大
学
の
学
生
と
し
て
の
自
覚
が
大
学
全
体

に
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
休
学
者

が
減
少
し
た
こ
と
も
変
化
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

昨
年
開
設
し
た
英
語
村
は
、
本
当
に
評
判
が
良

く
、
毎
日
40
人
く
ら
い
来
て
く
れ
ま
す
。
地
域

か
ら
一
般
の
方
も
必
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今

年
の
5
月
ま
で
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
少
し
広
げ
、

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
つ
も
り
で
す
。

地
域
連
携
の
事
業
に
取
り
組
む

市
長　

環
境
大
学
に
は
地
域
へ
の
貢
献
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

古
澤　

今
年
、
文
部
科
学
省
の
補
助
金
に
よ
る

大
き
な
事
業
が
3
つ
動
く
予
定
で
す
。
１
つ
目

は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
革

事
業
で
す
。
中
四
国
の
大
学
が
連
携
し
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。
２
つ
目

は
、
大
学
と
地
域
社
会
を
結
ぶ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ラ

ー
ニ
ン
グ
で
す
。
山
陰
の
5
大
学
が
連
携
し
て
、

鳥
取
と
島
根
と
い
う
豊
か
な
文
化
的
資
産
に
恵

ま
れ
た
地
域
社
会
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
養
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
再
開
発
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
あ
と
１
つ
は
、
セ

ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
大
学
が
地

域
と
連
携
し
て
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
進

め
て
い
く
事
業
で
、
こ
れ
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

産
業
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
、

是
非
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

就
職
に
向
け
た
取
り
組
み

市
長　

学
生
の
就
職
は
今
後
の
大
き
な
課
題
だ

と
考
え
ま
す
が
、
大
学
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
す
か
。

古
澤　

今
年
の
就
職
率
は
90
％
を
超
え
る
と
思

い
ま
す
。
公
立
化
と
同
時
に
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
を
充
実
し
、T

ト
ー
イ
ッ
ク

O
EIC

や
簿
記
講
座
に
は
多
く

の
学
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
企
業
と
の
懇
談

会
も
東
京
や
大
阪
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
長　

鳥
取
市
の
相
談
窓
口
で
は
就
職
先
の
紹

介
や
、
卒
業
生
の
市
内
就
職
に
対
し
奨
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
鳥
取
環
境
大
学

を
目
指
そ
う
と
い
う
人
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

古
澤　

本
学
は
自
然
環
境
と
経
済
発
展
の
両

立
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持

っ
た
人
材
育
成
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
持
っ

て
い
ま
す
が
「
こ
の
大
学
に
来
て
良
か
っ
た
。」

と
い
う
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
是

非
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
経

験
を
身
に
つ
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
「
志
の
あ

る
学
生
」
に
た
く
さ
ん
入
学
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

  

※
対
談
内
容
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

 

□
対
談
者　

公
立
大
学
法
人　
鳥
取
環
境
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
・
学
長　

古ふ
る

澤さ
わ　

巖
い
わ
お

　

 

□
場　

所　

鳥
取
環
境
大
学

　

 

□
対
談
日　

平
成
24
年
12
月
25
日
（
火
）

市政への提言
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